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１．概要（Summary） 

 DNA－タンパク質間相互作用の直視解明を目的に、従

来の分子操作技術では扱うことが困難な、環状DNA 1分

子の動的変化を蛍光顕微鏡下で可視化計測するための

マイクロ流路デバイスの開発を行った。 

 マ イ ク ロ流路はシ リ コーン樹脂 （ Polydimethyl 

siloxane）で作製し、環状DNAを捕捉するための微細構

造を SU-8によって作製した。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

・片面マスクアライナ（ミカサ社製, MA-10型） 

・走査電子顕微鏡（JEOL社製, JSM-5700LV） 

 

・実験方法 

フォトリソグラフィーにより、シリコンウェハ上に流路の型

となる SU-8の微細構造を形成しシリコーン樹脂（PDMS: 

Polydimethyl siloxane）によって型どりを行った。続いて、

ガラス基板に同様にフォトリソグラフィーによって SU-8 の

微細構造物を作製し、型どりした PDMS と、位置合わせ

を行い接合した。 

作製した、デバイスに環状 DNA をインターカレーター

の蛍光色素(YOYO-1)で染色した溶液をマイクロ流路に

導入し、シリンジポンプで流れを発生させた。一連の過程

を蛍光顕微鏡で観察を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

デバイスを電子顕微鏡で観察したところ、良好に作製さ

れていることが確認された（Fig. 1）。また、Fig. 2 に示す

実験系を用いて、DNA 溶液を流したところ、環状 DNA

分子が捕捉され、流れによって展開される様子が観察さ

れた。 

本デバイスによって可視化された環状 DNA 分子を、

DNA 高次構造変化を誘導する様々な溶液環境に置くこ

とで動的な変化の観察が可能になると期待される。 

 

 

Fig. 1 SU-8で作製した環状 DNA捕捉用微細構造 

 

Fig. 2 マイクロ流路実験系 
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